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(257.9） （45.6） （63.2） 























































（27.9） （46.5） （39.5） 
男
153 1０ 1９ 3０ 3３ 1４ 
(235.4） （15.4） （29.2） （21.5） （46.2） （50.8） 



































6１ 1７ 1３ 1３ 地域社会のため (225.9） （63.0） （48.1） （48.1） 
女




2２ 健康のため (201.8） （59.6） （38.6） （38.6） （33.3） 
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っているが，男女差が大きく，男15日間，女10日間ほどとなっている。こ
うした希望は現状をほぼ30％ほど上回っているとゑてよい。週間就業日数
でふると,男3.8日間,女２５日間の差がゑられる。年齢階層別には，男性の
70歳代後半，女性の70歳代前半のように高齢者ほど希望日数は少ないが，
かならずしもより若いほど長くなっているわけではない。男性は60歳代前
半で多少長くなっているが，女性では60歳代後半で最長になっている。し
かし，－日当たり労働時間となると，多少事態は異なる。まず，男性6.4
時間，女性５．８時間のように男女差はそれほど大きくない。また，男性の
ぱあいは若いほど多少より長いが，女性では70歳代前半で６時間を多少超
え，もっとも長くなっている。
このように，全体とすれば週３日間，月間13日間ほどの就業の希望して
おり，一日当たり６時間程度の部分就業を希望しているわけだが，配分金
でも，月額で男性６万円ほど，女性３万円ほど，日額にすると男性4,400
2５ 
円ほど，女性3,600円ほどを希望している。現状は男女別にはわからない
が，平均して3.2万円，3,250円だから，男性ほど現状より大きな希望を示
している，と承られる。そのなかで，女性のぱあい年齢階層差はそれほど
ないが，男性のぱあいは60歳代後半で一日５，０００円，月額7.4万円を希望し
ており，もっとも大きくなっている。このような希望の差は，希望する仕
事の差を反映しているに違いない。その点を個別に当ってふよう。
まず，男性の60歳代前半層は，前述のように生活がかかっている度合が
高い反面，とくに「元気」なことを評価しているように病弱者が多いの
か，あるいは高い職業能力を持つ者が少ないためか，仕事の希望にも格別
注目される内容がない。多くは「とくになし｣，「なんでもよい」であり，
具体的な希望も「梱包」程度に止まっており，配分金のアップを求めてい
る－人は「コンピュータ機器の組立」を希望しているのが目立つ程度であ
る。自由記入欄をみると，彼は「元気で働けるのは喜びだが，そのために
は生活が維持されねばならぬ」とコメントしている。
それに対し男性の60歳代後半層では，「とくになし｣，「なんでも｣，「い
まと同じ」しみられるが，管理人や警llliや清掃や除草や消毒や梱包などに
まじって，溶接，大工，植木，塗装，それにくらべれば少ないが，事務な
どの比較的高度の職種が衆られ，これらのなかには月間25日間，日額８千
円～１万円以上のかなり本格的な就業希望者もかなりふられる。事業団が
ないぱあいの選択では，前述のように60歳代前半の方が労働力化選好がよ
り高かったが，仕事の質の選好は60歳代後半の方がより高くなっている，
とぶてよい。というのは，６０歳代前半までは職安でも職業紹介の対象にし
ており，とくに職人的職種への再就職は比較的容易なのに比べて，６０歳代
後半になると雇用保険の適用外にもなり，再就職も社会福祉協議会の無料
職業紹介所に頼らねばならない。それだけに，６０歳代前半とは異なり，事
業団の会員にも職人的職種や事務などの仕事の選好が潜在しており，事業
団の就業では満たされていないのである。
こうした傾向は，男性の70歳代前半にも多少認められる。例えば「機械
２６シルバー人材センター会員生活．意識状況
の操作」とか，「調査事務や企画･調整･運営」などの事務，あるいは「責
任があり，やり甲斐のある仕事を望む」などの希望がみられるが，しかし
配分金の希望は60歳代後半とは異なり，それほど高くない，とみてよい。
これらに対し，女性のぱあいは，前掲のような軽作業のほかに「宛名書
き」などの「簡単な事務｣，「洗濯」などの「家事｣，その「手伝い」など
の希望が多く，男性と異なり，「管理人」や「警備」の希望は少ない。ま
た配分金の希望も，とくに高額なケースはほとんどふられないのである。
センターへの要望
むしろ，前述以外のさまざまな要望が今後の事業団の運営にとって重要
な意味を持っているだろう。それはいずれも「自由記入欄」に記入された
要望だが，それをまとめてよると，なかにはすでに解明してきたような事
業団に入会している満足感を示した記入も多いが，それ以上につぎのよう
な要望がより多くなっている。とはいっても，明確な要望は，男性19件，
女性13件，計32件－回答者の20％弱一に過ぎないが，そのなかでは，
(1)仕事の不足がもっとも多く，男女とも６件を数えている。(2)このような
本人にとっての仕事不足とも関連すると同時に－般な問題として，仕事の
割り当てを均等化させる要望も多く，男性６件，女性２件を数えている。
(3)そのほか，女性では「人間関係」に関する苦情や要望が３件指摘されて
おり，－人暮しへの情報の流し方や内職の要望や自分の家庭の家事のため
事業団の仕事に就けない理由なども記入されている。(4)男性のぱあいは，
重ねて配分金の上昇，昇給の要望や慰安旅行などの福祉の要望のほか，一
般や本人への情報活動やＰＲの仕方，安全管理や職場管理や設備の整備へ
の要望が１～２件づつ記入されている｡そのうち,福祉政策として「多年会
員の死亡弔慰金｣の｢積立て｣も提案されているのも注目されてよいだろう。
4．総括と今後の課題
本稿は，雇用でも自営業でも社会奉仕でもなく，国際的に類例のない任
２７ 
意な就業の事業団lこよる組織化を試みているシルバー人材センターの問題
点と登録会員の生活・意識状況を考察してきた｡それによれば，地域の高
齢者の一部を組織しているに過ぎないが,まだ仕事の受託が不足しており，
とくに男性会員が希望する，前述のように事務的，技能的などの仕事の種
類や条件を十分に満たしていない。ただし，このような希望の一部には，
かならずしも「補助的，短期的な仕事」に止まらず，もっと本格的な長期
の就業を希望する潜在的な失業者の求職も含まれている。その点について
は，今回改定された「高齢者雇用安定法」によってシルバー人材センター
で就職を斡旋できるようになった｡それにしても，今後さらに￣層,会員
がふえ，受託活動などが活発になれば，パートの労働市場をますます「侵
蝕」することになり，地域における就業構造のなかでのもっと明確な位置
づけが問題になるだろう。
さらに，仕事の質と量に対する不満だけでなく，会員のなかには仕事の
割り当てに対する苦情も多い。というのは，特定の高齢者には仕事の割り
当てが少なく，他の特定の高齢者には例えば工場などの「補助的」な仕事
がかなり長期的に割り当てられるような実態がみられるからである。後者
の事例のなかには，発注者が特定の高齢者の長期就業を求めているぱあい
もある。こうしたケースはパートタイマーなどとして雇用されるべきであ
り，センターはそのための斡旋が可能となったのである。それ以外でも仕
事の割り当て問題が残るだろう。冒頭で触れたようにセンターが「自主的
な団体」として成熟していくためには，なにが公平な割り当てなのか，就
業時間や配分金が全員均等なことが公平なのか，能力や意欲などにもとづ
いて割り当てられればよいのか，どのような割り当て基準を作成するかな
どについても自主的に決定されるべきだろう。
実はシルバー人材センターは，理事会のなかにさまざまな執行のための
部会や事務局の下には地域班や職群班が組織されており，それらが事務局
と一体となって自主的に運営に当たる仕組糸になっている。それが不十分
な活動しかしていないか，あるいは十分に認識されていないために，運営
２８シルバー人材センター会員生活．意識状況
そのものへの参加希望も承られる。すでに会員の意識状況について承たよ
うに「働くこと」によって｢地域社会に役立｣ちたい，というニーズも男性
の60歳代後半や70歳代前半を中心としてかなり強い。こうしたニーズを満
たすためにも，ヴォラソタリーとしてか，あるいはセンターが発注し受託
する仕事として，会員の運営のための仕事への参加も進められるべきだろ
う。それによって，事務や対人折衝や企画・管理などの「経験．能力」も
より生かれることになるだろう。こうした点も自主的に決定されるべきで
あり，そうした状況を譲成するための啓蒙がもっと強化されるべきだろう。
前述のように，登録会員の多くは，健康で仕事好きで，しかも交際好き
の年金生活者によって占められている。このように勤労志向がいちじるし
く高いのは，前述のような地域性を除外しても，現在の高齢者の趣味活動
や社会活動などへの志向・スキルなどが相対的に小さい事実の反映でもあ
る。したがって，前述のようにセンターに対する要望としても顕著ではな
いが，慰安旅行などの余暇活動の組織化のニーズも潜在化させている，と
承てよい。このような活動については老人クラブなどの既成の団体との連
係も必要だが，一緒に働いている仲間の余暇活動としてセンターが組織の
場となることも推進されるべきだろう。このような活動もまた，会員によ
る自主的な運営に委せるべきなのはいうまでもない。
さらに，このように自主的な運営が真に実現されるためには，公益法人
の会計ルールや社団法人などによるさまざまな制約も見直されねばならぬ
だろう。そのためには，特殊法人か，せめて福祉法人に編成し直すことが
必要になるかも知れない。そうでなければ，財政的な自立の展望もえられ
ないだろう。
（後記本稿の調査資料については，前述のように武蔵村山市シルバー人材セン
ターなどから提供された。また集計作業については私の演習生の協力をえた。記
して謝意を表しておきたい｡）
